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１
　
所
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地
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潟
県
北
蒲
原
郡
加
治
川
村

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年

（昭
５８
）

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
加
治
川
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
川
上
貞
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡
か

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
一
三
一世
紀
ぞ

一
四
世
紀

７
　
迫退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

小
島
西
遺
跡
は
、
新
潟
県
北
蒲
原
郡
の
中
央
部
を
流
れ
る
加
治
川
の
右
岸
に

位
置
し
、
櫛
形
山
脈
と
日
本
海
第

一
砂
丘

（最
も
内
陸
に
位
置
す
る
も
の
）
と
の

ほ
ば
中
間
に
あ
る
遺
跡
で
、
現

状
は
海
抜
五
ｍ
程
の
水
田
地
帯

で
あ
る
。
遺
跡
は
、
紫
雲
寺
潟

（近
世
ま
で
は
蒲
原
平
野
の
大
湿

原
の
代
表
的
沼
潟
の
一
つ
で
あ
っ

た
）
の
内
陸
側
に
面
し
た
湖
岸

に
位
置
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
発
掘
範
囲
は
、
送
電
線
鉄

塔
の
基
礎
工
事
に
よ
っ
て
破
壊

さ
れ
る
三
〇
ｍ
四
方
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
。
調
査
の
結
果
は
、
北
側
に
は
ま
っ

た
く
遺
物
、
遺
構
等
は
検
出
さ
れ
ず
、
遺
跡
全
体
の
北
端
部
に
当

っ
た
感
じ
で

あ

っ
た
。
出
土
遺
物
の
う
ち
多
く
は
木
製
品
類
で
、
こ
の
大
多
数
は
南
西
端
に

集
中
し
た
。
遺
構
と
言
え
る
も
の
は
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
で
、
井
戸
、
溝
状
遺

構
と
杭
列
、
掘
立
柱
と
も
考
え
ら
れ
る
ピ
ッ
ト
と
遺
物
残
欠
以
外
は
、
天
然
と

考
え
ら
れ
る
大
小
数
力
所
の
窪
み
等
だ
け
で
あ
る
。
木
簡
は
、
廃
棄
ま
た
は
流

入
し
た
状
態
で
検
出
さ
れ
た
も
の
で
、
杉
あ
る
い
は
檜
の
柾
目
板
で
、
下
方
を

両
端
か
ら
そ
い
で
尖
ら
せ
た
形
を
有
す
る
。
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釈
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係
文
献

加
治
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島
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』
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九
八
四
年
）
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）
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